
1 / 4

令和元年度 第 1回苫小牧市男女平等参画審議会会議録（概要） 

１ 日 時 令和元年６月５日(水) 14 時 00 分～15 時 15 分 

２ 場 所 苫小牧市民活動センター ４階 講習室Ａ 

３ 出席者 審議会委員 ７名（欠席者３名） 

      福原副市長、総合政策部（部長、協働・男女平等参画室長、主査、 

      主事２名 計５名）苫小牧市男女平等参画推進センター長 

４ 傍聴人 なし 

５ 記 者 １名 

６ 会議次第 

（１）開会 （２）委嘱状交付式 （３）市長挨拶 （４）委員自己紹介・

事務局紹介 （５）苫小牧市男女平等参画都市宣言文唱和 （６）会長・

副会長選出 （７）議事 （８）閉会 

７ 議事概要 

（議題１）平成 30 年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第３次）施策別実施状

況について 

 事務局より、苫小牧市男女平等参画基本計画（第３次）の性格、計画期間等

の概要及び別紙１、別紙２の実施状況について説明。 

 また、３つの事前質問について事務局から回答。 

【事前質問１】 

 全体を通して、各種研修、講座、講演会等の開催に当たり、ターゲットを想

定して企画をする場合があると思うが、ミスマッチなく開催されているか。 

 また、想定した年齢層や性別等で偏りはないか。 
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【回答】 

 ターゲットを想定した企画については、募集する段階で対象者を絞った上で

行うことがあります。また、市民に広く募集するものでは、想定と違う方の参

加等もあることから、ターゲットの想定や開催日時等を工夫しながら実施して

まいりたいと考えております。 

【事前質問２】 

 施策番号 27～31 各種相談・支援体制は、職員の配置人数制約や異動等があ

る中で継続性に支障なく対応できていますか。 

【回答】 

 各種相談は、１度だけではなく継続性が求められるケースがあります。相談

者からすると相談先の相手が代わることで信頼関係を築けず、難しい部分があ

ると認識しています。対応については、ケースによっても異なりますが、原則

２名体制で行っており、個別のケース記録を作成しながら継続性に支障がない

よう対応に努めるとともに、相談者が相談しやすい環境づくりに努めて参りた

いと考えています。 

【事前質問３】 

 全体を通して、高等学校を対象にした事業はないのはなぜでしょうか。 

【回答】 

 基本目標にある暴力の根絶の中に若年層に対する予防啓発において、デート

DV 防止出前授業があり、中学生、高校生を対象としています。 

若年層から DV の予防啓発を行うことで、後の配偶者による暴力の根絶に繋がる

事業として力を入れています。また、その他の事業については、一般市民向け

の事業として、高校生も対象となっていますが、対象者を高校生と絞った際の

アプローチ方法や啓発の在り方について、検討しながら事業展開して参りたい

と考えています。 
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【当日意見】 

 企業経営者からすると、ワークライフバランスは重要だと感じており、大企

業は、取組を明文化しながら行っていると思います。一方で、中小企業は、こ

れまでの社内風土の中で環境が作りやすいと感じていますが、ワークライフバ

ランスに繋がっているという意識には至っていないと思います。そのためには、

ワークライフバランスの取組から男女平等参画の意識付けができるようなＰＲ

や周知活動を行うことで、男女平等参画に関する意識が高まってくると思いま

す。 

【当日意見】 

 事前配布資料の文字サイズについて、当日配布資料のような大きさにするよ

うにお願いしたい。 

【結論】 

 （議題１）平成 30 年度苫小牧市男女平等参画基本計画（第３次）施策別実施

状況についてを承認 

（議題２）その他について 

 事務局より、別紙３市長の「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」

行動宣言への賛同について説明。 

【質問】 

 苫小牧より前から宣言している市町村等では、具体的にどのような取組を行

っているのか。また、宣言をすることによって、意識啓発をするということも

含まれているのか。 
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【回答】 

 内閣府のホームページに行動宣言をした市長や企業等が掲載されています。

その中で、女性の活躍やワークライフバランス等の取組を行っている計画等が

リンクされており、それぞれが取り組みを行っていることを確認することがで

きます。また、宣言をすることが重要な取り組みの一つとも考えており、意識

啓発の一つでもあると考えています。 

【意見】 

 宣言をすることは必要かもしれませんが、実際に取り組みを行っている中身

が重要であると考えています。日本は、ジェンダーギャップ指数でも 149 か国

中 110 位と、先進国と言われている中では、最下位の状況だと思います。国で

も色々と仕掛けを考えていますが、宣言をした以上は、取り組みを推進してい

くことが重要になると思います。苫小牧市も宣言をしたのであれば、他の市町

村以上に推進に力を入れていくことが必要だと考えます。 

【結論】 

（議題２）その他についてを承認 


